
                          家畜の人工授精に関する次の記述ａ～ｄのうちから，正しいものを二つ選ん
でいるのはどれか。

ａ．ブタの人工授精では，液状保存した射出精液を用いるのが一般的であったが，精液
の凍結保存技術が確立され，今日では射出精液の液状保存はほとんど行われていな
い。

ｂ．人工授精では，射出精液を希釈して用いる。このため，１回分の射出精液で複数の
雌への授精が可能であり，ウシでは授精が可能な雌は２０頭程度である。

ｃ．人工授精では，優れた形質や能力を有する種雄畜の精液が保存され，遺伝形質を迅
速かつ広範に利用することができる。これにより，育種改良効率の向上を図ること
ができる。

ｄ．ウシの人工授精は，伝染病のまん延を防ぐ効果が期待され，ブルセラ病やトリコモ
ナス病をはじめとする生殖器感染症のまん延の予防に寄与している。

１．ａ，ｂ
２．ａ，ｃ
３．ｂ，ｃ
４．ｂ，ｄ
５．ｃ，ｄ
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次の文章は，和牛の改良に関する記述である。文章中の空欄ａ～ｄに入るも
のの組合せとして正しいのはどれか。

我が国の和牛の育種技術の歴史は １８ 世紀後半の江戸時代までさかのぼることができ，
この頃，「 　ａ　 」と呼ばれる系統が造成されていた。その後，１９００ 年頃から在来和牛
の体格や晩熟性を改良するために，　ｂ　 やブラウンスイス種などの外国種との交雑
が行われ，体格は大きくなり，飼料の利用性や泌乳量も向上した。その結果，和牛とし
て，黒毛和種，褐毛和種，無角和種，日本短角種の４品種が確立された。１９６０ 年代以
降，和牛の役割は役用から肉専用へと変わり，近年では黒毛和種が最も多く飼育されて
いる。黒毛和種は，和牛のうちでも特に 　ｃ　 が優れており，その改良には 　ｄ　 が
用いられている。

　　ａ　　　 　　ｂ ｃ ｄ
１．枝　　シンメンタール種　　枝肉重量　　後代検定
２．枝　　ヘレフォード種　　　脂肪交雑　　直接検定
３．蔓　　シンメンタール種　　枝肉重量　　直接検定
４．蔓　　シンメンタール種　　脂肪交雑　　後代検定
５．蔓　　ヘレフォード種　　　脂肪交雑　　直接検定
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                      　次の文章は，家畜の必須脂肪酸とその代謝に関する記述である。文章中の空
欄ａ～ｃに入るものの組合せとして正しいのはどれか。

家畜は，体内でn-３ 系列とn- ６ 系列の不飽和脂肪酸を合成することができず，これら
を必須脂肪酸として飼料から摂取する必要がある。n- ６ 系列のリノール酸は，生体膜中
の 　ａ　 を構成し，膜機能を維持するための重要な役割をもつ。また，リノール酸か
らは，　ｂ　 を経て繁殖，内分泌，神経伝達，消化管運動などに関与するプロスタグ
ランジンが合成される。一方，n-３ 系列のa- リノレン酸からは，エイコサペンタエン酸
を経て，脳や神経の機能の維持に必要な 　ｃ　 が合成される。

　　　　ａ 　　ｂ 　ｃ
１．ステロイド　　アラキドン酸　　　　ドコサヘキサエン酸
２．ステロイド　　パルミトレイン酸　　トランス脂肪酸
３．リン脂質　　　アラキドン酸　　　　ドコサヘキサエン酸
４．リン脂質　　　アラキドン酸 トランス脂肪酸
５．リン脂質　　　パルミトレイン酸　　トランス脂肪酸
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                     乳牛の搾乳作業に関する次の記述のうち，正しいのはどれか。

１．毎回の搾乳で最初に搾り出される乳は，乳脂肪分を多く含み，良質なバターの原
材料に適しており，この乳を特別に取り分けるため，前搾りとして手搾りを３～
４回行う。

２．生乳を衛生的に生産するため，搾乳前には，殺菌したタオルで乳頭部分の汚れを
拭き取り，プレディッピングを行った後，清潔なペーパータオルで水分を拭き取
るなどの乳頭清拭を行う。

３．乳頭清拭は乳の流出を促す乳頭への刺激となるが，接触刺激の効果が現れるまで
時間を要するため，ティートカップの装着は乳頭清拭の後，十分に時間を置いて
から行う。

４．ティートカップの取り外しによる急激な圧力の変化は搾乳後の乳頭の生理反応に
悪影響を及ぼすため，搾乳終了から十分に時間を置いてからティートカップを取
り外す。

５．ポストディッピングは，搾乳者の手から乳頭表面に付着した細菌の増殖を防ぎ，
有害な細菌が搾乳者の間で拡大しないために行うものであり，搾乳後速やかに行
う。
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　ある飼料の成分は，水分１１％，粗蛋白質１５％，粗脂肪３％，可溶無窒

素物 ３４％，粗繊維 ２２％，粗灰分１５％で，このうち，牛における可消化成分の消
化率は，順に ７０％，６０％，８０％，５０％である。この飼料の可消化養分総量はお
よそ何％か。

１．４３％

２．４８％

３．５３％

４．５８％

５．６３％
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                     　次の文章は「令和２年度食料・農業・農村白書」に基づく，我が国の肉用牛
の生産基盤の強化に関する記述である。文章中の空欄ａ～ｃに入るものの組合せとして
正しいのはどれか。

農林水産省は，肉用牛の生産基盤の強化を図るため，　ａ　 等の支援組織の機能強
化を支援し，生産性の向上と省力化を推進している。また，地域ぐるみで高収益型の畜
産を実現するための 　ｂ　 により経営の体質強化を進め，さらに輸出の拡大に向けて
和牛の生産拡大を進めるため，繁殖雌牛を対象とした 　ｃ　 の交付等を行っている。

ａ 　ｂ 　ｃ
１．コントラクター　 畜産環境対策総合支援事業　　日本型直接支払
２．コントラクター　 畜産クラスター事業 増頭奨励金
３．GPセンター　　　 畜産環境対策総合支援事業　　日本型直接支払
４．GPセンター　　　 畜産クラスター事業 増頭奨励金
５．GPセンター　　　 畜産クラスター事業 日本型直接支払
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